
 

食生活に関する調査結果より 
栄養教諭 

 
まず始めに栄養教諭についてお話します。栄養教諭制度は平成 17 年４月に、学校給食を生きた教材として

児童生徒が望ましい食習慣を身に付けることができるよう創設されました。東山小学校には令和５年度から

配置され、日々の学校給食を通し児童と関わっています。堅い話から入ってしまいましたが、子どもたちに

廊下などで会った際は「今日の給食を楽しみにしています。」「いつもありがとうございます。」「おいしかっ

た。」と声を掛けられる機会がなんと多いことか。そんな素敵なメッセージをエネルギーにして、給食室のス

タッフと共に給食を届けている毎日です。 
栄養教諭が参画している札幌市学校給食栄養士会では、毎年「札幌市の児童・生徒の健康と食生活に関す

る調査」を小学５年生と中学２年生に実施しています。この調査結果からいくつかを抜粋してお知らせした

く思います。 

質問 体がだるい、つかれると 感じたことが ありますか？  

 
今回、これらの結果の分析を専門家にお願いしたところ、精神的健康（疲れる、イライラする）は「就寝

時間」と「朝食」が重要と結論付けられました。体がだるい、疲れると「いつも感じる」割合が高めに出た東

山小の子ども。では、睡眠や朝食の様子はどうだったのでしょうか。 

質問 夜は 何時ごろ ねることが 多いですか？ 

 

質問 朝食は 食べますか？ 

 

結果、夜 12 時過ぎに就寝する児童は全体の 10％あまり、全市の割合の 3 倍でした。しかしながら朝食を

「毎日食べる」児童の割合は全市を上回っており、朝食を「食べない」と答えた児童は０％という結果でし

た。朝食の結果がよかったことは大変嬉しく思いました。朝食については保護者の皆様のご協力によるとこ

ろが大きく感謝に堪えません。就寝時間が遅いと必然的に睡眠時間が削られ、子どもたちに影響が大きい成

長ホルモンの分泌の阻害につながります。「寝る子は育つ」とは先人の良い言葉だと思います。お子さんの睡

眠時間はいかがですか。 
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９：００～９：１０ 卒業生登校 

９：１５ 玄関解錠（保護者） 

９：１５～９：２５ ５年生登校 

９：３５ 保護者体育館入場開始 

１０：００ 開式 

 


